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豊田市役所社会部足助支所支所長 寺澤好之 氏
豊田市役所社会部足助支所地域振興担当係長 畑田吉彦 氏
豊田市役所市民部資産税課 (元足助町役場総務課) 三宅寛貴 氏
調 査 方 法：複数関係者からのインタビューおよび現地視察
. 問題の所在
明治以来､ 市町村合併という行政単位の再編が繰り返されてきたことは
周知のとおりである｡ ｢平成の大合併｣ とよばれる再編では､ 総務省の発
表で､ (平成) 年に市町村 (市町	村
) であっ







































) 旧足助町における ｢個人情報保護条例｣ の制定と公文書整理
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ものの､ どのように解決するのか方法がわからず､ (平成) 年度､















足助町で定めた大分類､ 小分類にしたがって文書整理を始めた｡ 表題､ 所
属年度などをエクセルに打ち込んだ｡ この段階で％の公文書を整理し
たわけではない｡ とりあえず､ 通知文書､ 起案文書を各課ごとに整理した｡
エクセルの文書目録を検索すると文書の有無､ 保管場所をわかるようにす




表紙にはタイトル､ 保存年限､ 廃棄年限､ 戻す場所などを明記した｡
合併の話があったあと､ 豊田市と話し合い､ 簿冊単位に､ 豊田市の分類










難しい｡ これは会計監査基準に従い､ 補助事業は本庁､ 集会所管理は支所
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ば工事の一連の文書をすべて担当課が把握することは当時もできてい
















ろ､ 職員からの賛同を得ることができ､ 文書管理チームが発足した｡ その
あとは､ このチームで取り組み､ 実際に文書を移動させる作業なども行っ
た｡ ｢やる気｣ を出してもらうのがすごく大変だった｡ これが(平成
) 年度の頭であった｡ 行政職全員を集めて､ 夜､ 会議室で研修会を行っ
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る｡ 段ボールはじめ､ 消耗品などに万円以上かかった｡ ｢今のままで
問題がないではないか｣ というのが多くの職員の意識であり､ 予算計上へ
の理解が低かった｡ みな危機感は持っていたが､ 終わりがないシゴトであ
ることから､ 賛成が得られにくかったのだと思う｡ このとき､ ､ 
(平成､ ) 年度の年間で文書整理を行うつもりだった｡ 職員には
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簿冊化の時に時間がなく､ 充分に精査をしていないので､ そのなかには書










































旧町村文書は､ (平成) 年度､ (平成) 年度､ (平
成) 年度の年間の整理作業の結果､ 現在の豊田市の検索システムに

















行き､ たとえば ｢足助町文書｣ として登録を終えつつあるところである｡
登録が終わっていても､ 内容と突合する作業もしている｡ また､ 簿冊の件
名が内容と合っていなかったり､ 簿冊内に別件が綴じられたりしている場
合もあり､ これらは新たに登録し直す作業をしている｡ 図面の整理は悩ま
しく､ まだ整理できていない｡ 同じ図面でも原図､ 焼いたもの､ 最終的に
冊子にしたものなど､ どれが最終図面かわからない｡ 工事関係図面はそこ
ら中においてあるが､ 動かすとわからなくなるので現状維持で保留してい
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行われたことで継続性が切れてしまった｡ このため文書を引き継いだ豊田



























281 ( 42 )
豊田市における市町村合併と公文書管理の課題 280( 43 )
｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
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｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
